









































平成 21 年 12 月 14 日受理
 * 電子知能システム学科・教授
Abstract
This paper is a book review of “Extre-activities” editted by Kenji Oride.




























































































































































































































































育再生会議第 2 次報告」2007 年 6 月）。いずれ





























































































































































































科学研究所紀要』第 7 巻、2009 年 2 月、参照）］。
特別活動においても、ジェンダー偏見を培養し、
総体としての子どもたちの成長と発達、解放を
ゆがめる教育課程における性差別とヒドゥンカ
リキュラムの問題を克服するための教育課程編
成上の重要な課題がある。
具体的には、子どもたちがつくられた「男ら
しさ」や「女らしさ」の神話にもとづく「男女
の社会的および文化的行動様式」をとるように
励ますような活動内容編成が行われている現実
がある。男女別に入場・着席・退場することを
前提にして子どもたちが「参画」する入学式や
卒業式に代表される学校行事は、その典型的な
事例である。これらの装置やシステムの重要な
一環をになっている特別活動が、どのような負
の人間形成の役割をはたしているのかを真正面
から検討したうえで、これに替わるジェンダー
平等の特別活動の内容づくりがすすめられなけ
ればならない。関係論的アプローチと参加論的
アプローチをとる本書からジェンダー平等の視
座とその実現に寄与する特別活動の取り組みが
欠落することで、どうして平等 = 同権の人間
関係としての男女関係とジェンダー平等の参加
が可能になるのか、その論理必然性が見えてこ
ないのである。
